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【課題の概要】 
本研究は、波長可変な高出力レーザー光源や、補償光学、第

二次高調波発生などの光学技術を活用して、世界初の高速超
解像光イメージングを実現し、マウス生体脳の深部において
ありのままの状態で、同期的な神経細胞の集団活動や神経伝
達物質の開口放出の高精度での可視化を行う研究である。さ
らに、３次元的な神経細胞の微細形態の変化や開口放出の動
態をリアルタイムで追跡し、神経細胞・グリア細胞の相互作
用による情報伝達機能や脳機能の創発原理の理解へとつなげ
ることを目的としている。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
光技術と神経科学が融合した新しい学際的な領域「ニュー

ロフォトニクス」を確立することにより、生体中のありのま
まの状態で神経活動やそれに関わる生体分子のダイナミクス
を可視化し、解析を行い、機能性疾患の診断・治療へとつなげ
るという意義がある。また、生体深部イメージングの高度化
により、光による生理機能の制御や光細胞治療などのライフ
サイエンスのイノベーションに資するなど、医療、産業など
への寄与も期待できる。 

 


